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13自
治
体
労
組
全
国
連
絡
協
議
会
結
成
宣
言

日
本
の
労
働
組
合
運
動
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

の
選
択

を
め
ぐ
る
激
動
期
に
入

っ
て
い
る
状
況

の
も
と
で
、
戦
後
第
二

の
反
動
攻
勢
と
対
決
し
、
労
働
者

・
国
民
の
利
益
を
守
る
階
級

的
ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
確
立
が
目
前
に
せ
ま

っ
て

い
ま

す
。い

ま
、
政
府

・
財
界
は
日
米
安
保
体
制

の
強
化
を
基
軸
と
し

た
、
軍
拡

・
臨
調
路
線
や

「経
済
構
造
調
整
」
政
策
に
よ

っ

て
、
現
行
憲
法

の
理
念
と

「
人
間
の
尊
厳
」
を
ふ
み
に
じ
り
、

労
働
者
と
国
民
を
生
活
破
壊
の
危
機
に
陥
れ
て
い
ま
す
。
大
企

業

の

「高
収
益
」
の
も
と
で
、
労
働
者

の
賃
金
は
欧
米
の
二
分

の

一
か
ら
三
分

の

一

(購
買
力
比
)
に
抑
制

さ
れ
、
首

切
り

「合

理
化
」、
長
時
間

・
過
密
労
働
に
よ
る
健
康
破
壊

・
過
労
死

の
増
加
、
無
権
利
状
態
に
あ
る
不
安
定
雇
用
労
働
者

の
増
大
な

一
九
八
九

年
三
月

一
七

日

ど
、
労
働
者

・
国
民
の
状
態
悪
化
は
深
刻

で
す
。

ま
た
、
消
費
税
導
入
や
年
金

・
健
保
制

度
の
改
悪
、
農
畜
産

物

の
輸
入
自
由
化
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
破
壊
、
臨
調

・
地
方

「
行
革
」

の
名
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
と
大
企
業

本
位

の
規
制
緩
和
な
ど
、
大
企
業
優
遇

・
国
民
総
犠
牲
の
政
策

も
進
行
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
「
天
皇
問
題
」
を
利
用
し

て
の
主
権
在
民

の
形
骸
化
と
憲
法
改
悪

へ
の
実
質
的
布

石
、

「政
治
改
革
」

の
名
に
よ
る
小
選
挙
区
制
導
入

・
政
党
法
制
定

の
策
動
な
ど
、
日
本
の
民
主
主
義

へ
の
重

大
な
反
動
攻
撃
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
自
治
体
の
職
場
で
は

「住
民
の
く
ら
し

を
守
る
砦
」
と
し
て
の
本
来

の
使
命
が
大

き
く
損
な
わ
れ
、
福

祉

・
教
育
施
策

の
切
り

つ
め
、
住
民
奉
仕

の
公
的
責
任
を
放
棄
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す
る
民
営
化
や
民
間
委
託

・
下
請
け
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
治
体
労
働
者
に
は
、
人
減
ら
し

「合
理
化
」
、

慢
性
的
な
残
業
、
休
暇
を
自
由
に
と
れ
な
い
状
態
が
お
し

つ
け

ら

れ
、
過
労
、
ノ
イ

ロ
ー

ゼ
、
自
殺

の
増
加
な
ど
が

ひ
ろ
が

り
、
婦
人
労
働
者
に
は
働
き
続
け
る
こ
と
の
困
難

の
増
加
、
現

業
労
働
者
に
は
欠
員
不
補
充

・
民
間
委
託
で
職
場
を
奪
う
攻
撃

が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

]
方
、
労
働
者

・
国
民
は
、
反
動
攻
勢
の
つ
よ
ま
り
に
対
し

て
、
リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
徹
底
糾
明
、
消
費
税
廃
止
、
内
閣
打
倒

な

ど
国
民
的
噴
激

の
た
か
ま
り
の
な
か
で
、
反
転
攻
勢

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
発
揮
し
て
民
主
的
陣
地
拡
大
の
壮
大
な
た
た
か
い
に

た
ち
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
労
働
組
合
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
労
働
組
合

運
動
の
積
極
的

・
戦
闘
的
伝
統
を
継
承

・
発
展
さ
せ
、
労
働
者

と
国
民
の
利
益

・
権
利
を
守
る
た
め
に
労
働
組
合
は
存
在
す
る

と
言
う
原
点
に
た

っ
て
、
反
動
攻
勢
と
対
決
し
て
た
た
か
う

こ

と

で
す
。

と
こ
ろ
が
、
総
評
は
解
体
の
道
を
歩
み
、
も
は
や
労
働
組
合

と

は
い
い
が
た
い

「連
A口
」
に
吸
収
合
併
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
自
治
労
も
、
昨
年
八
月
の
定
期
大
会
で

「連
合
」

へ
の

吸
収
合
併
の
道
を
選
択
し
て
右
転
落
を
完

成
さ
せ
、
正
当
な
産

別
機
能
を
喪
失
し
て
き

て
い
ま
す
。

い
う
ま

で
も
な
く

「
連

合
」
路
線
は
、
体
制
擁
護

・
反
共
主
義
に
も
と
つ
く
反
労
働
者

的
、
反
国
民
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
屈
伏
す
る
こ
と
は
自

治
体
労
働
者
と
地
域
住
民

の
利
益
を
裏
切
り
、
敵
対
す
る
こ
と

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
も
と
で
、
労
働
者

・
国
民
の
利
益
を
守

る
階
級
的
ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー

の
確
立

と
、
そ
れ
と
結
び

つ

い
た
新
た
な
自
治
体
産
別
組
織

の
確
立
は
焦
眉
の
課
題
と
な

っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
自
治
労
綱
領
三
原
則
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体

労
働
組
合
運
動

の
積
極
的
伝
統
を
継
承

・
発
展
さ
せ
、
「
自
治

体
労
働
者
と
地
域
住
民
の
利
益
を
守
る
」

自
治
体
労
働
組
合
の

任
務
を
ひ
き

つ
づ
き
果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
階
級
的
ナ
シ
ョ

ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
確
立
と
新

た
な
自
治

体
産
別
組
織
を
展
望

し
、
そ
の
土
台
と
な
る
自
治
体
労
働
組
合

全
国
連
絡
協
議
会

の

結
成
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
も

の
で
す
。

全
国
の
自
治
体
労
働
者

・
労
働
組
合

の
み
な
さ
ん
、
「全
国
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連
絡
協
」
の
結
成
は
、
自
治
体
労
働
組
合
運
動
の

「新
た
な
夜

明
け
」
を

つ
げ
る

一
ペ
ー
ジ
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
全
国

の

「連
合
」
不
参
加
、
ま
と
も
な
自
治
体
労
働
組
合
運
動
を
求

め
て
い
る
多
く

の
自
治
体
労
働
者

・
労
働
組
合
に
勇
気
と
激
励

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
大
き
な
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
を
確
立

す

る
た
め
に
、
自
治
体
労
働
戦
線
か
ら
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
を
内
外
に
宣
言
し
ま
す
。
こ
の
決
意
は
、
大
き
な
階
級
的
ナ

シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
確
立
を
強
く
願

っ
て
い
る
全
国

の
労
働

者

・
労
働
組
合
に
限
り
な

い
支
持
と
共
感
を
よ
び
連
帯
を
ひ
ろ

げ

る
で
し
ょ
う
。

今
日
を
契
機
に
、
階
級
的
ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
確
立

へ
の

「大
き
な

一
歩
」
が
ふ
み
だ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
今
日
を
契
機
に
、

「自
治
体
労
働
者
と
地
域
住
民
の
利
益
を
守
る
」
と

い
う
大
義

を

堅
持
し
た
、
新
し
い
自
治
体
産
別
組
織
を
展
望
し
て

「
大
き

な

】
歩
」
が
ふ
み
出
さ
れ
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
要
求
し
ま
す

「健
康

で
文
化
的
な
人
間
ら
し
い
生

活

を
」
「
自
治
体
労
働
者
と
住
民
の
利
益
を
守

る
要
求

の
実
現

を
」
。

私
た
ち
は
行
動
し
ま
す

「春
闘

つ
ぶ
し
と
対
決
し
、
国
民
春

闘
再
構
築
、
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
確
立
を
め
ざ
し

て
」
。「全

国
連
絡
協
」
に
結
集
す
る
自
治
体

労
働
者

・
労
働
組
合

は
、
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立
と
新
た
な
自
治
体
労

働
運
動
の
構
築
を
求
め
る
全
国

の
自
治
体

労
働
者

・
労
働
組
合

と
固
く
団
結
し
、
「労
働
者
と
国
民

の
利

益
を
守
る
」
労
働
運

動
の
新
た
な
前
進
を
切
り
開
く
た
め
、
全

力
を
あ
げ
て
奮
闘
し

ま
す
。

右
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
す
。

・'


